（第１回市民参加推進の手引き（仮称）作成部会資料）

市民参加推進の手引き（仮称）作成部会（案）
１　設置目的

市民参加の理念，実務上のルール，ノウハウやコツなどを盛り込んで，市政運営の形成過程に市民が参加しやすくし，より市民参加の進んだ市政運営を進めるため，職員向け手引書「職員のための市民参加推進の手引き（仮称）」を作成する。

　　※「第２期京都市市民参加推進計画」の重点取組事業

２　具体的な取組案
　○市民参加推進フォーラム部会における議論（全体会議１回，部会４回程度）
　○職員ワークショップ
若手を中心とした職員に対して，「職員のための市民参加推進の手引き（仮称）素案」についてワークショップ形式で議論し，アイデアをもらう。（できるだけ早い時期）
　○部会の議論や手引き作成におけるてらＧやまちアドの参画

　○市政参加事業を実施する所管課へのインタビュー
　　公園整備事業，京町家調査，学校安全ボランティアなどの事業を実施する職員に市民に参加してもらう意味や気持ち良く活動を続けてもらうために工夫していることや注意点などについてインタビューを行う。
　○手引きの付録の作成

　　「市民参加いろはカルタ」やボードゲームのようなものを付録として作成する。
　○フォーラムと市職員の座談会
　　歴代フォーラム座長（宗田先生，乾先生，土山先生），谷口副座長と京都市の市政参加の黎明期に活躍した職員との座談会を通して，なぜ当時に市政参加が必要だったのか，そして今の市政参加について語る。

３　手引書の構成案

　第１章　市民参加の意義
　第２章　市政参加の拡げ方（具体的な手法など）
　　第３章　座談会，インタビュー

　　第４章　資料
付録
４　スケジュール案
　　７月２８日　第１回部会

　　　　　　　　コンセプトや盛り込む内容の検討　←職員からの意見・アイデア聴取

　　８月　　　　市職員ワークショップ

　　８月２４日　第３３回全体会議
　　８月下旬　　第２回部会

　　９月中旬　　第３回部会

　　９月～１１月　インタビュー

　　１０月頃　　第４回部会

１１月頃　　第３４回全体会議

決定，冊子作成，配布

５　まちづくり活動分野について

　　今回は市政参加分野のみについて先行して作成し，まちづくり活動分野については，次年度以降に取り組む。
　　（理由）
　　　・　今年度，庁内プロジェクトとして「まちづくり活動支援検討プロジェクトチーム」を設置し，地域コミュニティの活性化，市民活動の支援等の具体的なまちづくり活動の支援に係る調査，研究及び原案の企画を行っていること。

　・　「地域コミュニティ活性化の推進及び支援に関する条例（仮称）」の条例提案やこれに基づく推進計画の策定が今後予定されていること。






